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「新型コロナウイルス感染症に対する 
感染予防・感染拡大防止対策における宣言」 

― 全ての学校関係者へのお願い ― 

 国内での新型コロナウイルス感染症は、いまだ収束の兆しが見えません。それどころ
か当校のある東京都を中心に、学生および教職員が居住している首都圏では感染拡大傾
向にあります。 
 当校では、政府の緊急事態宣言発出下における休校中に、感染防止対策マニュアルを
作成しました。学校再開後は、そのマニュアルに基づいて学生・教職員を含む全ての関
係者の皆様に手指消毒やマスク着用、校内の環境清拭など、感染防止のためにご協力を
いただいております。学生諸氏には、今まで経験したことのないような学校生活に新年
度開始直後からご対応いただいております。ご理解とご協力に改めて感謝申し上げます。 

 幸いなことに、現時点では当校の学生・教職員に感染者は確認されておりませんが、
今般の国内の感染状況を鑑みると、当校で感染者がいつ発生しても不思議ではない状況
であると、非常な危機感を持っております。 

 そこで、学校として、現在の状況を「特に警戒を要する時期」として、改めて感染予
防および感染拡大防止のために学生・教職員・ご家族など学校に関わる全ての皆様に以
下に示す行動を強くお願いいたします。 

Ⅰ：感染予防のために（うつらないために） 

 様々な情報に振り回されがちになりますが、個々人ができる感染予防は「３密回避」
と「標準予防策」の２点だと考えています。この２点の徹底をお願いします。 
1. 密集・密接・密閉の環境に行かない、作らない。
 皆様もご存知の通り、このウイルスの主な感染経路は、会話などでの飛沫感染、その
飛沫が付着した物品を触ることによる接触感染が考えられています。また、換気が悪い
場所で空間に漂ったウイルスを吸引することによって起こるエアロゾル感染も示唆さ



れています。これらの環境に行くこと、この環境を作ることはやめてください。 
 具体的には、 
①実際に今まで感染が発生した施設（例えば、カラオケ、居酒屋、ライブハウス、キャバ
クラなど）に行くことは厳に控えてください。 

②家族（同居人）以外の方との会食は極力控えてください。 
③校内では常時マスクを着用し、出来る限り対人距離を確保してください。近距離での対
面会話はしないでください。実技実習などで対人距離を保てない場合は、不要な会話を
しない、グローブ装着、こまめな手洗いや手指消毒などをお願いします。マニュアルを
原則とし、予防対策を行ってください。 

 
2. 標準予防策の徹底 
 標準予防策とは「汗を除く全ての体液、血液、分泌物、排泄物、傷のある皮膚、粘膜
は感染性があるものとして対応する」ことで、学生および教職員双方の感染リスクを低
減するために実施する対策です。これは学校のみならず医療従事者の基本となるもので
す。 
当校では今までも、この前提に立って校内校外を問わずに衛生対策の実施をお願いし

ておりますが、より一層の緊張感を持って実施するようにお願いします。 
 具体的には、 
①各施設への入室時には石鹸と流水による手洗い、および擦式アルコール消毒を行って
ください。 

②手指で他者および私物以外の物品に触れた後は、速やかに手洗いまたは擦式アルコー
ル消毒を行ってください。 

③実技授業時には個人防護具（マスク・その他の個人防備具）を必ず着用してください。
また実技授業等で使用した白衣やタオル等は、帰宅後速やかに洗濯してください。 

④施設内の換気および清掃を、マニュアルに従って十分に行ってください。 
 
Ⅱ：感染拡大防止のために（うつさないために） 

 どんなに感染予防をしても、残念ながら感染リスクをゼロにすることはできません。
万が一、自分が感染した場合に友人などへの拡大を最小限に抑えるためには、ご自身の
毎日の体調確認および報告が重要だと考えます。ご自身を体調把握し、少しでも変調を
感じたら自宅待機して学校に報告してください。またこのウイルスは発症以前にも感染
力を有することが報告されているため、過去数日の行動を記録しておくことが感染拡大
防止に有効です。 
 具体的には、 
 



1. 体調報告の徹底をお願いします。 
 学校から指示された体調に関する項目を毎日確認し、所定の方法で学校に報告してく
ださい。報告がない場合は登校をお断りすることがあります。もしうっかり確認漏れが
ある場合は、虚偽申告せずに確認漏れがあった旨を申し出て、教員の指示を受けてくだ
さい。学校は申告された情報は個人情報として厳重に管理し、感染対策以外には使用し
ないことをお約束します。 
 
2. 行動の記録をお願いします。 
 学校から指示された項目について記録し、教員から指示があった場合は提示してくだ
さい。この情報についても学校は個人情報として厳重に管理し、感染対策以外には使用
しないことをお約束します。 
 
3. ご自身に感染を疑うような症状がある場合、または濃厚接触者である可能性がある場
合は速やかに学校に報告してください。 
 すでに示されている登校基準に沿って、ご自身が感染者または濃厚接触者である可能
性は登校せずに学校へ連絡して指示を受けてください。在校中に体調不良を感じた場合
も速やかに担当教員に報告して指示を受けてください。 
併せて、市区町村の保健所等への報告や相談、その結果を学校にも報告してください。 

 
4. 厚生労働省公式新型コロナウイルスアプリ「COCOA」の活用をお願いします。 
 厚生労働省の COCOA は、過去２週間以内に接触した方の中で感染者が発生した場
合に自動的に各自のスマートフォンに通知が来る仕組みのアプリです。課題も報告され
ていますが、現時点で感染可能性を自認できる唯一の仕組みであるとも考えます。当校
の関係者の大多数がこのアプリを導入することで、学校関係者に感染が発生した場合に、
該当者に速やかに通知されることが期待できます。各自所有のスマートフォンに導入す
ること、また携帯電話によってはダウンロード自体が出来ないなどで、一律のお願いは
できませんが、導入可能なスマートフォンをお持ちの方はご活用をお願いします。 
 万が一ご自身が感染者であると判明した場合は、保健所から発行された処理番号をア
プリに速やかに入力してください。逆にアプリから「陽性者と接触した可能性あり」と
通知があった場合は、速やかに学校に報告してください。 
  
  



Ⅲ：医療人として正しい行動をするために 

（正確な情報に基づく行動と個人の権利を守るために） 

 感染は誰にでも起きえます。しかし、感染者に対する不確実な情報に基づく推測や行
動は、感染者のみならず他の者を萎縮させ、疑わしい症状があっても正直に報告するこ
とをためらわせることにもなりかねません。ましてや感染者に対する誹謗中傷や、私的
な情報発信は、守秘義務を有する医療従事者にとって絶対にしてはならないことです。
学校は万が一感染者が発生した場合には、該当者の保護に全力で当たります。誹謗中傷
や私的な情報発信は一切許しません。ご自身が感染していなくても、感染して闘病して
いる方の心情をご自身に投影して、医療従事者としての態度と行動を取るように求めま
す。 
 具体的には、 
1. 感染者が発生した場合、学校の指示する「感染拡大防止対策」を実行してください。 
 感染者が発生したら、学校は感染拡大防止のために個人情報を除く感染状況を発表す
るとともに、感染拡大防止対策を実施します。学校の指示に従って行動してください。 
 
2. 学校から発信される公式情報を日々確認してください。 
 感染者が発生した場合、学校は対応窓口を一本化して情報の統合をはかるとともに、
状況変化などに対応して、感染状況や施設消毒などを適宜公開していきます。誤った情
報による不安や疑念の拡大を予防するために、学校から発表される最新の公式情報を確
認してください。 
 
3. 非公式な情報の拡散、感染者への誹謗中傷などは絶対にしてはいけません。 
 誤った情報による不安や疑念の拡大を防止するために、また闘病中の感染者やその
ご家族などを保護するために、学校から発表される公式情報以外を、発信（SNS 等も
含む）することを禁止します。医療従事者としての自覚を持って冷静に行動してくだ
さい。 
 
以上、通常の学校生活では考えられない強いお願いをすることで、ご不自由をおかけ

することは重々承知をしておりますが、当校を含む呉竹学園では全施設で「感染者を出
さない、拡げない」という強い決意のもとで教職員一同努力しておりますので、ご理解
とご協力を賜りますようにお願い申し上げます。 

以上 
 


